
 

 

令和８年度 

松山市ゼロカーボンシティ推進補助金 

【申請の手引き】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月 

松山市 環境・ゼロカーボンシティ推進課 

 

ご本人が申請してください。 

 

【受付期間】 

① 交付申請 

令和８年４月２2日（水） ～ 令和９年１月２９日（金） 

※予算上限に達した場合、受付を終了します。 

② 実績報告 

交付決定の日 ～ 令和９年２月２６日（金） 
※期限までに、必ずご提出をお願いします。 
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１．概要 
 

 

ご注意ください！ 

本補助金は、市の交付決定を受けた日以後に導入（注文、契約、購入、工事着工など） 

するものが対象です。交付決定前に導入したものは補助の対象外となります。 

申請を希望される方は、この手引きや補助金交付要綱などをよくご確認ください。 

 

＜目的＞ 

脱炭素社会の実現及び環境保全意識の高揚を図るため、予算の範囲内で補助金を交付します。 

 

 

＜補助対象者＞ 

下記の要件(1)～(6)をすべて満たす個人または法人 

（１） 市内に住所または事業所を有すること 

（２） 市税を滞納していないこと 

（３） 申請する補助対象物について、脱炭素社会の実現や環境保全の意識の高揚を図る目的で  

行った市の補助金を受けたことがないこと 

（４） 申請する補助対象物について、市が行う他の補助金を受けていないこと（予定も含む） 

（５） 松山市暴力団排除条例（平成２２年条例第３２号）第２条第３号に規定する暴力団員等でない

こと又はその役員及び従業員のうち暴力団員等がいないこと 

（６） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に 

規定する暴力団、暴力団員等または松山市暴力団排除条例第９条第１項に規定する暴力団 

関係事業者と取引関係がないこと 

 

＜補助対象物・補助金額＞ 詳しくは、３～６ページをご確認ください。 

【補助対象物】 【補助金額】 

家庭用燃料電池システム 上限６万円※ 

住宅用蓄電池システム 上限１０万円※ 

家庭用エコキュート 上限３万円※ 

電気自動車（ＥＶ）※または 

燃料電池自動車（ＦＣＶ） 

定額１０万円（普通自動車・軽自動車） 

※ 電気自動車（個人申請）で、要件を満たす場合、

加算措置あり 

※補助対象経費の実支出額が補助上限額より少ない場合は、実支出額が補助金額となります。  
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２．申請の流れ 
 

 

 

  

【申請者】 交付申請書の提出 

＜注意事項＞ 
◎申請前に導入（注文、契約、購入、工事着工など）していないこと！ 

◎補助金の条件を満たしているか、事前に要チェック！ 

 

（松山市） 
交付申請の受付・審査 

必要書類が全て揃った方から先着順で受付（※）します。 

＜注意事項＞ ※必要書類がすべて揃っているか、事前に要チェック！ 

 

（松山市） 
交付決定／不交付決定 

審査の上、交付（不交付）を決定し、通知します。 

 

【申請者】 補助対象物の導入（注文、契約、購入、工事着工等） 

＜注意事項＞ 
◎申請内容の変更（補助金交付決定額、補助対象物や補助条件に関すること）

や導入を中止する場合は、事前に「変更交付（中止）申請書」を提出！ 

 

【申請者】 実績報告書の提出 

＜注意事項＞ 
◎補助対象物の導入（保証開始や新車登録）後、すみやかに提出！ 

◎令和９年２月２６日（金）１７時までに提出！【必着】 

 

（松山市） 
交付額確定通知 

審査の上、交付額を確定し、通知します。 

 

【申請者】 請求書の提出 

 

（松山市） 補助金交付 
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３-１．補助対象物 
 

 

＜補助対象物＞ ※一般に販売されている未使用の物に限る。（中古品は不可） 

補助金の対象は、下記表のとおりです。 

 

【補助対象物】 【条件】 

家庭用燃料電池 

システム 

燃料電池ユニット等から構成される電気及び熱の供給を主目的としたシス

テムで、以下の条件を満たすもの。 

① 「一般社団法人燃料電池普及促進協会」が公表する機器登録

リストに登録されている製品 

※詳しくは施工業者等にご確認ください。 

② 自らが居住または事業を営む市内の建物等に導入するもの 

住宅用蓄電池 

システム 

定置型のリチウムイオン蓄電池部（リチウムの酸化及び還元により電気的 

エネルギーを供給する蓄電池をいう。）とインバーター等の電力変換装置と

が一体的に構成されたシステムで、以下の条件を満たすもの。 

① 「一般社団法人環境共創イニシアチブ」が公表する登録製品 

または補助対象製品 

※詳しくは施工業者等にご確認ください。 

② 自らが居住または事業を営む市内の建物等に導入するもの 

家庭用 

エコキュート 

ヒートポンプユニット（二酸化炭素を冷媒としたヒートポンプユニットを  

いう。）等から構成される熱の供給を主目的としたシステムで、日本産業 

規格Ｃ９２２０に適合し、以下の条件を満たすもの。 

① 既存の建物等にある給湯器（家庭用エコキュートを除く。）を

取り替えるもの 

※エコキュートからの取り替えは対象外です。 

※新築や建売での導入は対象外です。 

② 自らが居住または事業を営む市内の建物等に導入するもの 

※家庭用燃料電池・住宅用蓄電池・エコキュートはリース不可 
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３-１．補助対象物 
 

 

＜補助対象物＞ ※一般に販売されている未使用の物に限る。（中古品は不可） 

 

【補助対象物】 【条件】 

電気自動車（ＥＶ）または 

燃料電池自動車（ＦＣＶ） 

搭載された電池によって駆動する電動機のみを原動機とし，内燃機

関を併用しない検査済自動車で，型式認定を受けた４輪の電気自動

車または燃料電池自動車で、以下の条件を満たすもの。 

① 主に市内で使用する電気自動車または燃料電池自動車 

※車検証の「使用の本拠の位置」が、『松山市内』に限ります。 

② 事業用の車両でないこと 

※車検証の「自家用・事業用の別」が、『自家用』に限ります。 

③ リースの場合、車検証の「所有者」がリース会社、「使用

者」が申請者となる車両 

 

④ 自動車販売を行う法人が車検証の「使用者」になる場合

は、試乗車や展示車などの販売活動を促進する目的で使

用する車両でないこと 

 

⑤ 国や地方公共団体、独立行政法人、公益財団法人、公益

社団法人が導入しようとする車両でないこと 
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３-２．補助対象経費等 
 

 

＜補助対象経費＞ ※すべて税抜き額 

補助対象経費は、下記表のとおりです。 

 

【補助対象物】 【補助対象経費】 

家庭用燃料電池 

システム 

当該システムを構成する機器であって、以下のうち購入費及び導入に

要する工事費 ※値引きがある場合は、値引き後の額 

⚫ 燃料電池ユニット 

⚫ 貯湯ユニット 

⚫ 熱源機 

⚫ 配線及び配線器具 

⚫ 配管及び配管器具 

住宅用蓄電池 

システム 

当該システムを構成する機器であって、以下のうち購入費及び導入に

要する工事費 ※値引きがある場合は、値引き後の額 

⚫ リチウムイオン蓄電池 

⚫ インバーター、パワーコンディショナー等の電力変換装置 

⚫ キュービクル、計測・表示装置等の附属品 

家庭用 

エコキュート 

当該システムを構成する機器であって、以下のうち購入費及び導入に

要する工事費 ※値引きがある場合は、値引き後の額 

⚫ 家庭用エコキュート本体部 

⚫ 配線及び配線器具 

電気自動車（ＥＶ）または 

燃料電池自動車（ＦＣＶ） 

電気自動車または燃料電池自動車を購入の場合は車体本体価格 

リース契約の場合は、リース料 

※値引きがある場合は、値引き後の額 

 

 

＜補助対象外経費＞ 

既設物の取り外し費用、処分費、延長保証等のオプション費、メーカーオプション費、

重量税等、下取り費用、事務費用等は補助対象外です。 
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３-３．補助金額の算定方法 
 

 

＜補助金額＞ 

補助金額は、下記表の額のうち、いずれか低い方の額になります。 

【補助対象物】 【補助金額】 

家庭用燃料電池 

システム 

（１） 補助対象経費の実支出額 

（２） ６万円 

住宅用蓄電池 

システム 

（１） 補助対象経費の実支出額 

（２） １０万円 

家庭用 

エコキュート 

（１） 補助対象経費の実支出額 

（２） ３万円 

電気自動車（ＥＶ）または 

燃料電池自動車（ＦＣＶ） 

（１） 補助対象経費の実支出額 

（２） １０万円 

 

＜補助金への加算＞ ※電気自動車（ＥＶ）のみ 

①【太陽光加算：１０万円】 

下記のすべてに該当する場合は、電気自動車（ＥＶ）の補助金額に１０万円を加算します。 

（１） 太陽光発電システム※が交付申請までに、車検証の「使用の本拠の位置」と同一敷地内の建物

等に設置されていること 

（２） 太陽光発電システム※で発電した電気が、システムを設置した建物等と同一敷地内の建物等

で自家消費されること 

（３） 個人の申請であること 

 

②【Ｖ２Ｈ加算：１０万円】 

下記のすべてに該当する場合は、電気自動車（ＥＶ）の補助金額と太陽光加算に加え、さらに１０

万円を加算します。 

（１） 太陽光加算の（１）～（３）のすべての要件を満たし、太陽光加算に該当すること 

（２） Ｖ２Ｈ充放電設備が実績報告提出までに、車検証の「使用の本拠の位置」と同一敷地内に設置

されていること 

（３） Ｖ２Ｈ充放電設備が、「一般財団法人次世代自動車振興センター」が公表する補助対象Ｖ２Ｈ充

放電設備一覧に登録されていること 

（４） 導入する電気自動車が、Ｖ２Ｈ充放電設備を経由して、電気自動車から電力を取り出して建物

等に供給できる給電機能を有していること 
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４-１．交付申請 
 

 

＜交付申請＞ 

補助金を希望する方は、補助対象物を導入（注文、契約、購入、工事着工など）する前に、

次ページ以降に記載の交付申請書類一式を提出してください。 

※市の交付決定前の導入は、補助金の対象外となりますのでご注意ください！ 

 

 

【交付申請受付期間】 

令和８年４月22 日（水）～令和９年１月２９日（金）【１７：００必着】 
※予算上限に達した場合、受付を終了します。 

 

ご注意ください！ 

※提出された交付申請は、先着順で受付し、予算上限に達した場合は受付を終了します。 

※予算額を超えた日に提出された申請が複数あった場合、受付するものを後日抽選で決定します。 

※提出が開庁日の17時を過ぎた場合は、翌開庁日の提出分になります（オンラインの提出も同じ）。 

※郵送で提出された交付申請書は、環境・ゼロカーボンシティ推進課に届いた日が提出日となりま

す。１７時を過ぎて届いたものは、翌開庁日の提出分になります（市役所に届いた日と同じでない

場合があります）。 

   ※提出書類の不足により受付できないものは、必要書類の追加や差替などによる修正が完了した

日の受付となります。 

 

＜審査＞ 

市の担当者が交付申請の内容を審査します。 

書類等の不備や記載事項の確認が必要な場合は、電話・メールなどでご連絡しますので、提出前に

交付申請書類一式のコピーを取り、問い合わせ時に確認できるようにご協力をお願いします。 

また、連絡先は、平日の日中に対応が可能な申請者本人の電話番号を記入してください。 

 

 

 

交付申請に必要な提出書類は、次ページ以降で確認してください！ 
 

 

 

 

 

 
７ 



４-１．交付申請 
 

 

【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

＜家庭用燃料電池システム・住宅用蓄電池システム・家庭用エコキュート＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金交付申請書【様式第１号】 

２ 交付申請する補助対象物の詳細【別紙】 

３ 誓約・同意書 

4 
法人の登記事項証明書（写し） ※法人が申請する場合のみ 

◆発行から３ヶ月以内のもの ※オンラインで取得のものも可 

5 

見積書（写し）または見積内訳に関する証明書 

◆見積書は、メーカー名、型式（品番）や内訳があるもの（補助対象経費が分かるもの） 

※「見積内訳に関する証明書」は、契約予定の業者が記入していること 

6 
補助対象物のメーカー名、型式（品番）等が分かる書類 ※コピー可 

◆メーカーの製品カタログまたはメーカーＨＰの該当製品ページ ※該当製品に印 

7 
補助対象物を導入する建物等の位置を確認できる書類 ※コピー可 

◆地図等（該当する位置に印） 

8 

カラー写真 ※①②両方が必要（エコキュートは③④も必要） 

① 導入予定の建物等全体 

Google Street Viewなどは不可、工事着工前に撮影したもの 

⇒近隣の家屋等と明確に区別でき、建物等全体が確認できるもの  

② 工事前の設備の導入予定箇所（新築・建替の場合は不要） 

⇒補助対象物を設置する予定箇所の工事着工前の写真 

【エコキュートのみ】 

③ 取り替え前の給湯器の全体写真 

④ 取り替え前の給湯器が、エコキュート以外の給湯器であることが分かる写真 

※型式（品番）等の写真など、エコキュート以外と分かるもの 

※住民登録が市外の個人が申請する場合は「住民票（写）（※マイナンバー無し）」をご提出ください。 

 

※上記のほか、書類等の追加提出をお願いする場合があります。 
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４-１．交付申請 
 

 

【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

＜電気自動車（EV）・燃料電池自動車（FCV）＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金交付申請書【様式第１号】 

２ 交付申請する補助対象物の詳細【別紙】 

３ 誓約・同意書 

4 
法人の登記事項証明書（写し） ※法人が申請する場合のみ 

◆発行から３ヶ月以内のもの ※オンラインで取得のものも可 

5 

見積書（写し） 

◆見積書は、車種名、モデル名や金額の内訳があるもの（補助対象経費が分かるもの） 

  ※購入予定店が発行したもの 

◆リースで導入する場合、リース契約の見積書 

 ※リース契約締結予定の会社が発行したもの 

6 

補助対象車両が電気自動車または燃料電池自動車と分かる書類 ※コピー可 

◆メーカーの製品カタログまたはメーカーＨＰの該当製品ページ ※該当製品に印 

  諸元表など、車名やモデル名が確認できるもの 

7 

補助対象車両の「使用の本拠の位置」を確認できる書類 ※コピー可 

◆地図等（該当する位置に印）  

※使用の本拠の位置が自宅の場合は、自宅の場所に印 

8 
太陽光発電設備を設置していることがわかる書類（写） ※太陽光加算のみ 

◆太陽光の受給契約（契約者名、設置場所など）が確認できるもの 

9 

Ｖ２Ｈ充放電設備が設置済または設置予定が分かる書類（写） ※Ｖ２Ｈ加算のみ 

◆設置済の場合：Ｖ２Ｈ充放電設備の保証書等 

◆設置予定の場合：見積書（メーカー名・型式（品番）記載）やカタログ（該当製品に印） 

※住民登録が市外の個人が申請する場合は「住民票（写）（※マイナンバー無し）」をご提出ください。 

 

※上記のほか、書類等の追加提出をお願いする場合があります。 
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４-２．変更交付（中止）申請 
 

 

＜変更交付（中止）申請＞ ※該当する場合のみ 

市の交付決定後に、申請内容の変更（補助金交付決定額、補助対象物※や補助条件に関すること）、

または導入を中止する場合は、すみやかに下記書類を提出してください。 

※性能に影響がある変更に限ります。 

 

【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

＜変更の場合＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金変更交付（中止）申請書【様式第４号】 

２ 変更後の補助対象物の詳細【別紙】 

３ 
変更後の見積書または見積内訳に関する証明書 ※該当する場合 

【EV・FCV】 変更後の見積書 ※該当する場合 

４ 
変更後のメーカー名、型式（品番）等が分かる書類 ※該当する場合 

【EV・FCV】 変更後の車両が EV・FCVと分かる書類 ※該当する場合 

ご注意ください！ 

※市の交付決定額の増額は認められません。 

※必ず、市の変更交付決定通知書が届いてから導入を進めてください。 

 

＜中止の場合＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金変更交付（中止）申請書【様式第４号】 

 

ご注意ください！ 

※中止する場合は、決まり次第すみやかに必要書類をご提出ください。 

 

【共通】  

※上記のほか、書類等の追加提出をお願いする場合があります。 
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４-３．実績報告 
 

 

＜実績報告＞ 

補助対象物の導入が完了したら、実績報告が必要です。すみやかに下記書類を提出してください。 

 

【導入完了日とは】 

【補助対象物】 【完了日】 

家庭用燃料電池 

システム 

当該システムの保証開始日 

＝工事の完了日 

住宅用蓄電池 

システム 

当該システムの保証開始日 

＝工事の完了日 

家庭用エコキュート 
当該システムの保証開始日 

＝工事の完了日 

電気自動車（ＥＶ）または 

燃料電池自動車（ＦＣＶ） 

当該車両の新車新規登録の日（普通車）・

新車新規検査等届出の日（軽自動車） 

 

【実績報告提出期限】 

令和９年２月２６日（金）【１７：００必着】 
※期限までに必ずご提出をお願いします。 

 

 

＜審査＞ 

市の担当者が交付申請の内容を審査します。 

書類等の不備や記載事項の確認が必要な場合は、電話・メールなどでご連絡しますので、提出前に

実績報告書類一式のコピーを取り、問い合わせ時に確認できるようにご協力をお願いします。 

また、連絡先は、平日の日中に対応が可能な申請者本人の電話番号を記入してください。 

 

 

実績報告に必要な提出書類は、次ページ以降で確認してください！ 
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４-３．実績報告 
 

 

【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

 

＜家庭用燃料電池・住宅用蓄電池・エコキュートの場合＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金実績報告書【様式第６号】 

２ 実績報告の詳細【別紙】 

３ 

契約書等（写し）  

◆申請者と契約者の記名、契約日、金額や補助対象経費が分かる（値引き額を含む）もの

などの内訳があり、契約（注文）内容を確認できるもの 

◆補助対象物の購入・設置等について記載があるもの 

※申請書の建物区分が「建売」の場合は、「不動産売買契約書」と「建売証明書」を提出 

４ 

補助対象経費の内訳及び支払に関する証明書  

◆契約代金の領収日や内訳（補助対象経費が分かるもの）などが記載され、内容が確認

できること 

※「補助対象経費の内訳及び支払に関する証明書」は、契約業者が記入していること 

５ 

工事の完了日などが確認できるもの 

◆下記の内容①～➄がすべて確認できるもの  

①「申請者名」、②「メーカー名（製造者名）」、③「施工業者・販売店名」、 

④「本体の型式（品番）」（エコキュートの場合は「貯湯ユニット型式（品番）」）、 

➄「工事完了日（保証開始日）」 

確認できる書類の例：保証書の本人控えの写し ※販売者控え、メーカー控えは不可  

６ 

カラー写真 ※①～③すべてを提出 

① 導入後の建物等全体 ※Google Street Viewなどは不可、工事後に撮影したもの 

⇒近隣の家屋等と明確に区別でき、建物等全体が確認できるもの 

② 導入後の補助対象物 

⇒設置した補助対象物の全体が写っているもの（一部や片方のみは不可） 

③ 導入した補助対象物の型式等 

⇒【共通】       「メーカー名（製造者名）」、「型式（品番）」 

【燃料電池】    「出力」、「使用燃料」 

【エコキュート】  「貯湯ユニット型式」、「ＲＪ検定証または JIS認証マーク」 

 

※上記のほか、書類等の追加提出をお願いする場合があります。 
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４-３．実績報告 
 

 【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

＜電気自動車（ＥＶ）または燃料電池自動車（ＦＣＶ）の場合＞ 

１ 松山市ゼロカーボンシティ推進補助金実績報告書【様式第６号】 

２ 実績報告の詳細【別紙】 

3 

注文（契約）書またはリース契約書（写し） 

［車両購入の場合］ 

◆申請者と契約者の記名、契約日、金額や車両本体価格（値引き額を含む）などの内訳が

あり、内容を確認できるもの 

［車両リースの場合］ 

◆申請者と契約者の記名、契約日、リース契約額や契約期間など、内容を確認できるもの 

4 

車両代金の支払いが確認できる書類等 ※コピー可 

◆契約金額（代金）の支払いが確認でき、申請者が導入した車両であることが確認できる

もの 

［現金払いの場合］ 

◆「領収書」、「振込証明書（振込金受取書）※金融機関発行のもの」など 

［ローン（クレジット）契約の場合］ ※①②の両方を提出 

①ローン契約の申込書（写） ※申し込み時のもの 

②ローン契約の成立（締結）を証する書類一式（写し） ※契約日、契約者名、支払金額、 

支払回数等が確認できる、ローン（クレジット）会社発行の書類等 

⇒例）「お支払のご案内」、「お支払の明細」など（クレジット会社で名称等が異なります） 

［現金とローン（クレジット）で支払った場合］ 

 ◆「現金払い」と「ローン（クレジット）契約」の場合の両方の必要書類を提出 

5 

車検証等（写） 

◆「電子車検証（自動車検査証）」および「自動車検査証記録事項」 

ご注意 

［希望ナンバーで登録した場合の車検証等の提出書類について］  

◆新規登録時（１回目）に希望ナンバーで登録した場合 

「電子車検証」および「自動車検査証記録事項」（新規登録時のもの） 

◆新規時（１回目）に通常ナンバーで登録し、その後（２回目）希望ナンバーに変更した場合 

新規登録時（１回目）の通常ナンバーと変更登録時（２回目）の希望ナンバーの 

「電子検査証」および「自動車検査証記録事項」（新規と変更登録時の両方とも提出） 

6 

カラー写真  

◆車両の「正面」と「側面」の写真の両方 ※ナンバーが明瞭で、４輪車と確認できるもの 

[Ｖ２Ｈ加算のみ下記の写真を追加提出] 

◆導入した車両と設置済のＶ２Ｈ充放電設備が接続されていることが分かるもの 

※Ｖ２Ｈ充放電設備から導入したＥＶの急速充電口にケーブルを接続している写真 

   ※上記のほか、書類等の追加提出をお願いする場合があります。  
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４-４．補助金請求 
 

 

＜補助金請求＞ 

市から交付額確定通知書が届いたら、すみやかに下記書類を提出してください。 

 

【提出書類】 ※すべてＡ４サイズで統一してください。 

＜共通＞ 

１ 
請求書 

◆請求者と振込先口座名義は申請者と同一であるもの 

２ 

銀行口座の通帳（写し） ※法人の場合は法人名義 

◆「金融機関名」、「支店等名」、「預金種目」、「口座番号」、「口座名義人（カタカナ）」が 

確認できるもの（表紙を開いた見開きページ全体） 

※ネットバンク等で通帳がない場合、請求者自身の口座情報が確認できるWebページ 

を印刷したもの 

 

 

＜支払＞ 

請求書をご提出いただいてから約１か月後をめどに、請求書にご記載の指定口座に補助金を 

振り込みます。 

なお、振込日の通知は行いませんので、申請者ご自身で入金確認をお願いします。 

 

 

ご注意ください！ 

※請求者と振込先口座名義人が異なる場合は、お支払いができませんので、必ず、振込先口座

には請求者（申請者）の口座情報を記入してください。 

※請求金額は市から通知された交付額確定通知書に記載の金額を記入してください。 
※口座番号は左詰め 7桁で記入してください。（6桁の場合は先頭に「０」を記入してください） 

※請求書の氏名及び請求金額の欄は、誤って記入した場合訂正できませんのでご注意ください。 
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５．手続きの方法等 
 

 

＜申請できる方＞ 

  ご本人が申請して下さい。 

＜手続きの方法について＞ 

交付申請等※の各手続き方法は、①オンライン、②郵送、③窓口へ持参から選択できます。 

※「交付申請」、「変更交付（中止）申請」、「実績報告」、「補助金請求」のいずれも共通。 

 

【オンライン】 

＜ご注意＞ 

 手続きごとにオンライン申請フォームが異なりますので、手続き内容 

（交付申請等）をご確認の上、以下のＵＲＬまたは二次元コードからアクセスしてください。 

※えひめ電子申請システム（松山市）の利用者登録は不要です。「利用登録せずに申し込む方はこ

ちら」をクリックし、項目に沿って必要事項を入力してください。 

※変更交付（中止）申請、実績報告、補助金請求のフォームには、交付決定番号を入力する項目が

ありますので、交付決定通知書をお手元にご準備のうえ、作業をおこなってください。 

◆交付申請 

https://apply.e-tumo.jp/city-matsuyama-ehime-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=11422 

【二次元コード】 

◆変更交付（中止）申請 

https://apply.e-tumo.jp/city-matsuyama-ehime-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=11425 

【二次元コード】 

◆実績報告 

https://apply.e-tumo.jp/city-matsuyama-ehime-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=11426 

【二次元コード】 

◆補助金請求 

https://apply.e-tumo.jp/city-matsuyama-ehime-

u/offer/offerList_detail?tempSeq=11424 

【二次元コード】 
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５．手続きの方法等 
 

 

【郵送】 

 

ご注意ください！ 

※郵便物の不着等の事故については、本市では責任を負いかねますので、ご心配な場合は 

簡易書留等でお送りください。 

※お急ぎの場合は、オンライン、または窓口でご提出ください。 

   

 

【窓口へ持参】 

 

 ご注意ください！ 

＜オンライン、郵送、窓口共通＞ 

※開庁日の１７時を過ぎてご提出された場合は、翌開庁日の提出分としてお預かりします。 

  この場合、ご持参（提出）等された日の申請にはなりませんので、ご注意ください。 

 

＜提出先＞ 

松山市役所 別館３階 

環境・ゼロカーボンシティ推進課 補助金担当 

［受付時間］ 平日（開庁日） ８：３０～１７：００ 

※鉛筆や消えるペン等で申請書を記入した場合は受け取りできず、再提出となりますので、

ボールペン等の消えないペンで記入をお願いします。 

※修正する場合は、二重線で訂正してください。（訂正印は不要。修正テープ等は使用不可。） 

＜宛先＞ 

〒７９０－８５７１ 松山市二番町四丁目７番地２ 

松山市役所 環境・ゼロカーボンシティ推進課 補助金担当 

 

※封筒表面に「ゼロカーボンシティ推進補助金 申請書等在中」と記載してください。 

※鉛筆や消えるペン等で申請書を記入した場合は受け取りできず、再提出となりますので、

ボールペン等の消えないペンで記入をお願いします。 

※修正する場合は、二重線で訂正してください。（訂正印は不要。修正テープ等は使用不可。） 
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６．注意事項等 
 

 

＜処分の制限等＞ 

◆ 補助金の交付を受けた方は、補助対象物の導入後、善良な管理者の注意をもって管理を行い、 

本補助金の目的に従って運用する必要があります。 

◆ 補助金の交付を受けて導入した補助対象物を、法定耐用年数の期限内に処分（売却、譲渡、廃棄

等）しようとする場合は、必要な手続きについてご案内しますので、必ず前もって市へご連絡くだ

さい。 

◆ なお、処分にあたり、交付した補助金を返還していただく場合があります。 

 

＜補助金の取消・返還等＞ 

◆ 補助条件に該当しない事実や虚偽、不正等が発覚した場合は、補助金の交付決定を取り消すこと

があります。 

◆ 補助金の交付を既に受けている場合は、市が指定する期限までに、補助金の全部または一部の

返還に加えて、加算金等を支払う義務があります。 

 

＜その他＞ 

◆ 必要に応じて補助事業の遂行状況など、報告していただく場合がありますので、ご協力をお願い

します。 

◆ 市に提出された書類は返還しませんので、申請者控えとしてコピーの保管をお願いします。 

◆ 交付決定通知書や交付額確定通知書などの文書は再発行できませんので、大切に保管して 

ください。（確定申告など、必要な場合があります。） 
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【お問い合わせ先】 

松山市役所 環境・ゼロカーボンシティ推進課 ゼロカーボン推進担当 

ＴＥＬ：089-948-6437 

［受付時間］ ８：３０～１７：００ ※土・日・祝日を除く 

 
松山市ゼロカーボンシティ推進補助金 


